
　　　　

7 年 2 月 27 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

支援方針

・子どもの主体性を大切にします。　・互いを認め合う価値観を大切にします。
・安全で安心して過ごせる時間と場所を提供します。　・保護者の想いに丁寧に寄り添います。
・子どものみらいを保護者や関係者と一緒に考えます。

営業時間

法人（事業所）理念 性別、年齢、障がいの有無などさまざまな枠組みにとらわれることなく、すべての人が自由な意思でもって自分らしく生きる

事業所名 らふたぁ（かろ・いわど） 作成日支援プログラム

・安心してご利用頂けるよう、電子連絡帳や送迎時に日々の様子を伝え合い、保護者様とのやりとりを大切にします。
・お便りやSNSを通して活動の様子を身近に感じて頂き、開かれた事業所づくりを行います。
・公式LINE等でささいな困り事を気軽に相談できる環境を提供し、一緒に考えていきます。子育ての大変さに寄り添い、専門的視点も交えた助言や相談援助を行っていきます。

・入学、進学、卒業などのライフステージの変化に合わせ、スムーズに移行できるよう関係機関との連携を図ります。
・保護者や関係機関と連携することでその子らしく過ごしていける未来を一緒に考えます。

家族支援

移行支援

送迎実施の有無

]

・ひとりひとりの年齢や特性などに配慮しながら細やかな健康観察を行い、環境を整え健康な心と体を育てます。
・荷物（靴、かばん、連絡帳）の整理や衣服の着脱などを日々繰り返し行い習慣化することで身辺自立を養っていけるよう支援します。
・年齢とともに起こりうる体や心の変化に向き合い、安心して自分らしく過ごせるよう寄り添った支援をします。
・季節に合わせた壁面の工夫や子どもたちの作品を掲示しすることで、あたたかみのある施設づくりを目指します。

・発達や特性に応じた専門的視点から身体機能向上に向けた助言や遊び・活動の提案を行います。
・感覚遊びや手先を使った製作活動などを通して楽しみながら5感を満たすことで気持ちや心の安定に繋いでいけるよう支援します。

本
人
支
援

・誰もが認知・理解しやすいような活動のスケジュールを提示し、見通しを持って安心して過ごせるよう支援します。
・遊びの中で、色・数字・形などの様々な概念の獲得に向け子どもひとりひとりに合った課題を提供します。
・日付や曜日、季節など時間の流れを認知していけるような環境設定、活動を取り入れていきます。

・言葉だけでなく、絵カードやジェスチャーなどその子に合ったコミュニケーション方法を見つけ、支援員が仲立ちしながら思いや気持ちを伝え合う楽しさや喜びを感じられるよう支援し
ていきます。

・外出・外食体験を通し公共施設でのマナーやお金の使い方、バスの利用方法を学び、社会的スキルを身に付けます。
・SST(ソーシャルスキルトレーニング）や集団でのルール遊びを通し、他者との距離感、場に応じた柔軟な対応を学び、困った際の援助要請ができるよう支援します。

主な行事等

・各月の誕生日会
・季節行事（新入生歓迎会、夏祭り、プール、七夕、ハロウィン、秋見つけ、クリスマス会、お正月遊び、節分、お別れ会、製作遊び）
・社会体験（お買い物体験、外出体験、バス外出等）　・その他（クッキング、親子会）

地域支援・地域連携

・関係機関と連携し、地域の中で自分らしく過ごせるよう支援体制を整え、健
やかな成長へ繋げます。

職員の質の向上

・コミュニケーションを大切にすることで日々の支援の中で疑問や気づ
き、課題を職員間で共有し合いチーム全体で取り組んでいきます。また、
外部研修、内部研修に積極的に参加し、職員間で情報共有することで知識
や技術の向上に努めます。
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